
●
介
護
予
防
・
認
知
症
予
防
や
生
活
習
慣
病
予
防
に
取
り
組
み

　

ま
し
ょ
う
。

要
介
護
認
定
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
介
護
予
防
・
認
知
症
予
防
、

生
活
習
慣
病
予
防
の
取
り
組
み
、
健
診
受
診
に
よ
る
早
期
発
見
・

治
療
に
よ
り
、
状
態
の
改
善
・
悪
化
防
止
が
期
待
で
き
ま
す
。

可
能
な
限
り
健
康
で
在
宅
生
活
が
過
ご
せ
る
よ
う
、
介
護
予
防
・

生
活
習
慣
病
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

安
定
的
な
制
度
運
営
を
目
指
し
て
…

　

令
和
３
年
３
月
に
介
護
保
険
事
業
計
画
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、

第
８
期
計
画
期
間
（
令
和
３
～
５
年
度
）
の
介
護
保
険
料
額
は
『
据

え
置
き
』
と
し
、
基
準
段
階
（
第
５
段
階
）
の
方
の
年
額
保
険

料
額
は
、
８
万
５
２
０
０
円
（
月
額
７
１
０
０
円
）
で
す
。

第
８
期
計
画
期
間
中
の
介
護
保
険
料
額
が

決
ま
り
ま
し
た

み
ん
な
で
支
え
る
介
護
保
険

第 1号被保険者（65 歳以上の方）の介護保険料（年額）

所得段階 対象者 基準額
割合

保険料額
（年額）

第 1段階
生活保護受給者

基準額×0.3 25,600 円

世帯全員が
住民税非課税

老齢福祉年金受給者
本人の前年
の合計所得
金額（公的
年金などに
係る雑所得
を除く）と
課税年金収
入額の合計

80 万円以下

第 2段階 80 万円超
120 万円以下 基準額×0.5 42,600 円

第 3段階 120 万円超 基準額×0.7 59,600 円

第 4段階 本人が住民税非
課税で世帯の誰
かが住民税課税

80 万円以下 基準額×0.9 76,700 円

第 5段階 80 万円超 基準額 85,200 円

第 6段階

本人が
住民税課税

本人の前年
の合計所得
金額

120 万円未満 基準額×1.2 102,200 円

第 7段階 120 万円以上
210 万円未満 基準額×1.3 110,800 円

第 8段階 210 万円以上
320 万円未満 基準額×1.5 127,800 円

第 9段階 320 万円以上
430 万円未満 基準額×1.7 144,800 円

第 10段階 430 万円以上 基準額×1.75 149,100 円

●
正
し
く
、
適
切
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
は
、
利
用
者
の
心
身
状
態
や
生
活
環
境

を
踏
ま
え
、
状
態
の
維
持
・
改
善
・
悪
化
防
止
や
日
常
生
活
上

の
支
援
を
目
的
と
し
て
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
利
用
し
ま
す
。

　

不
要
・
過
剰
な
利
用
や
目
的
が
判
然
と
し
な
い
利
用
な
ど
は

費
用
増
加
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
状
態
が
か
え
っ
て
悪
化

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
正
し
く
利
用
す
る
よ
う
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、「
貯
筋
体
操
」
な
ど
、
地
域
で
で
き
る
介
護
予
防
の

取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

高
齢
介
護
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

28
・
６
１
４
７

介護予防・認知症予防
の取り組みにより効果
が期待できます。

筋骨格系疾患
36％

認知症 16％脳血管疾患
11％

悪性新生物
9％

心疾患 6％

その他 22％
（高血圧・高脂血症など）

生活習慣病予防・健
診受診などにより効
果が期待できます。

新規要介護認定者の主な原因疾患
（平成 31 年 1 月～令和元年 12 月）

脳血管疾患

利用サービスはどのように選択しましたか？不要・過剰な利用はありませんか？

目標を設定して利用していますか？ 家庭や地域でできることはありませんか？

生活の困りごとの解決方法は必ずしも一
つとは限りません。複数の選択肢の中か
ら最適なサービスを選択しているか考え
てみるのも有効です。

自分でできるのにヘルパーさんにお願
いしたり、単に楽しいからという理由
でデイサービスを利用するなど、不要・
過剰な利用は、かえって状態悪化にも
繋がりかねません。

漫然と利用するのではなく、「こうなり
たい」生活をイメージし、常に改善を
目指した目標をケアプランに位置付け
ることも重要です。

簡単な家事や安否確認など、家族・知人・
地域の協力により介護サービスを利用せ
ずに課題が解決することもあるかもしれ
ません。

現在利用しているサービスについて考えてみましょう！

具体的にはケアプランを作成しているケアマネジャーにご相談ください。



●
介
護
保
険
料
は
大
切
な
財
源
で
す
。

　

介
護
給
付
費
の
23
％
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
の
介
護
保

険
料
が
充
て
ら
れ
て
お
り
、
制
度
を
運
営
し
て
い
く
た
め
の
大

切
な
財
源
で
す
。

　

介
護
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
に
、
誰
も
が
安
心
し
て
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
介
護
保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
付
し
ま

し
ょ
う
。

●
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
と
…

　

介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
と
、
滞
納
期
間
に
応
じ
て
保

険
給
付
に
制
限
が
課
せ
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

介護保険料を滞納した場合の保険給付の制限

1 年以上滞納すると…

償還払い化
サービス費用の全額をいったん自己負担し、後
日、申請により保険給付が行われます。

2 年以上滞納すると…

保険給付額の減額
利用者負担が引き上げられたり（例えば負担割合
が 1割の方が 3割に引き上げ）、高額介護サービ
ス費の支給が受けられなくなります。

保険給付の一時差し止め
サービス費用の全額を自己負担し、申請後も保
険給付の一部または全部が一時差し止めとな
り、滞納していた保険料に充てられます。

1 年 6 か月以上滞納すると…

介
護
保
険
料
を
忘
れ
ず
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

介
護
保
険
制
度
の
変
更
に
つ
い
て
（
令
和
３
年
８
月
～
）

●
月
々
の
利
用
者
負
担
の
上
限
（
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
基
準
）

　

が
変
わ
り
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
に
は
月
々
の
上
限
額
が
設
定

さ
れ
て
お
り
、
１
か
月
に
支
払
っ
た
合
計
額
が
上
限
額
を
超
え

た
場
合
は
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

　

８
月
か
ら
こ
の
上
限
額
の
一
部
が
見
直
さ
れ
、「
現
役
並
み
所

得
者
に
相
当
す
る
世
帯
」
の
方
の
上
限
額
が
、
年
収
に
応
じ
て

細
分
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
は
、
８
月
分
か
ら
の
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が

変
わ
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
介
護
課　
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６
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●
居
住
費
・
食
費
の
負
担
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
施
設
等
に
入
所
（
短
期
入
所
を
含
む
）
し
た
場
合

の
居
住
費
・
食
費
に
つ
い
て
、
一
定
所
得
以
下
の
方
に
は
所
得

段
階
等
に
応
じ
た
負
担
限
度
額
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
８

月
か
ら
対
象
外
と
な
る
預
貯
金
の
要
件
及
び
食
費
に
係
る
負
担

限
度
額
の
一
部
が
見
直
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
の
際
は
、
該
当
要
件
を
改
め
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
介
護
保
険
料

　

の
減
免
な
ど
に
つ
い
て

　

収
入
の
大
幅
な
減
少
な
ど
に
よ
り
、
一
時
的
に
納
付
が
困
難

な
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
減
免
や
徴
収
の
猶
予
が
適
用
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

利用者負担段階 食費の負担限度額
施設サービス 短期入所

第1段階
・生活保護受給者
・老齢福祉年金受給者で住民税非課税世帯の方 300 円 300 円

第 2段階 住民税非課税世帯で合計所得金額と年金収入額の合
計が80万円以下の方 390 円

390 円
  8月から   

600円

第3段階

住民税非課税世帯で上記以外の方 650 円 650 円

8月から

第3段階
①

住民税非課税世帯で合計所得
金額と年金収入額の合計が80
万円を超え120万円以下の方

650 円 1,000 円

第3段階
②

住民税非課税世帯で合計所得
金額と年金収入額の合計が
120万円を超える方

1,360 円 1,300 円

※上記の段階に該当の場合でも次の方は対象外となります
　(1) 世帯分離により住民税非課税であっても、配偶者が住民税課税の場合
　（2) 住民税非課税世帯でも、預貯金等が単身 1,000 万円、夫婦 2,000 万円〔8 月から
　　  第 2段階は650万円(夫婦1,650万円)、第3段階①は550万円(夫婦1,550万円）、
　　　第 3段階②は 500 万円（夫婦 1,500 万円）〕を超える場合
※居住費に係る負担限度額は、これまでと変更ありません

対象者 負担上限額
（世帯合計）

老齢福祉年金受給者で
世帯全員が住民税非課
税の方など

15,000 円

世帯全員が住民税非課
税の方で、合計所得金
額と課税年金収入額が
80 万円以下の方など

24,600 円
（個人の場合
15,000 円）

世帯全員が住民税非課
税の方 24,600 円

上記以外の方（現役並
み所得相当の世帯の
方）

44,400 円

対象者 負担上限額
（世帯合計）

老齢福祉年金受給者で
世帯全員が住民税非課
税の方など

15,000 円

世帯全員が住民税非課
税の方で、合計所得金
額と課税年金収入額が
80 万円以下の方など

24,600 円
（個人の場合
15,000 円）

世帯全員が住民税非課
税の方 24,600 円

年収約 770 万円未満世
帯の方 44,400 円

年収約 770 万円以上世
帯の方 93,000 円

年収約 1,160 万円以上
世帯の方 140,100 円

変更前 変更後（8月から）


